
スコアカード記入例
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◇スコアカードの記入方法

【 試合前 】 【 試合中 】

● 審判氏名・高校名を記入し、コートではコートレフェリーの名を尋ねて記入する。 * 「Server Side」の欄に、審判台から見た位置にサーバー名を記入。

* ポイントは全て「斜線」で表す。各ゲーム欄の上段がサーバー、下段がレシーバーである。

【 プレマッチミーティング後 （選手のウォーミングアップ中）】 *

● トスの結果を記入する。（トスに勝ったほうにν、選んだものにνを入れ、○を入れる。）

上の例では青葉・太白組がトスに勝ち、サービスを選択している。

● 審判台から見た選手の位置と、選手の特徴を記入。 * タイブレークは斜線ではなく数字を記入する。

「Doubles receivers」の「アドサイド」「デュースサイド」は審判台から見たサイドである。 * 上の記入例の第１ゲームのスコア進行は次の通りである。

・ 青葉選手が審判台から見て左側のサイドからサービスをして試合開始。

【 試合後 】 ・ 「15-0, 30-0, 40-0, 40-15, Game　仙台第四　1st Game」

● 試合終了時間を記入する。 ・ 最終的にはタイブレーク８－６で泉・若林ペアが勝利した。

● 最終スコアを記入する。（勝者サイン欄上の「スコア」欄には３セット時のセットカウントを記入。） *

● 「勝者サイン」の欄にサインをもらう。（ダブルスなら２人から。） *

● コートレフェリーからサインをもらう。

第１サービスのフォルト（●）、サービスエース（A)上段のみ、ダブルフォルト（D)下段のみ記
入コードバイオレーション（Ｃ）、タイムバイオレーション（Ｔ）は、警告を取られた方に「Ｃ」ま
たは「Ｔ」を記入する。ポイントを失ったら、ポイントを取った方に×を記入する。

デュースが長く続き、欄が足りなくなった場合は「Additional advantage points（追加デュー

スポイント）」欄を使用する。（上の例では泉選手サーブの第６ゲームが長くなり、ジュースの末

に泉選手組がゲームを取った。）
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